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(URL・価格等) 
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モデルの 

目的概要 

 家庭における農薬の使用によるスクリーニングレベルの室内外の曝露及びリスクレベルを推定する

ツール。 

 

操作手順  

 

 

 

 

 

●PIRAT は、庭に農薬を使用する際の取扱者の曝露（Handler）と、農薬使用後の住民の曝露

（Postapplication）の 2 種類の曝露を評価することができる。モデルの操作方法も多少違ってく

るため、2 つに分けて解説する。  
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1  Handler の曝露を評価する場合  

1-1 まず、「Formulation Type」、「Functional use category」の欄をクリックし、製品の形状と製

品の種類を選択する。「Route」、「Duration」の欄も適当な項目を選択し、評価したい化学物質の

NOAEL がわかっている場合は、「Yes」にチェックし、「Provide the Appropriate Toxicity Value」

の横の空欄に値を入力する。全ての項目の入力が終わったら、「Go to Handler Information」ボタ

ンをクリックする。  
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1-2 この画面では、まず、「Product Use」、「Application Method」の選択を行う。次に、画面右

側の「Application Rate」の部分がゼロになっている場合は数値の入力を行う。入力が終わった

ら、「Add Column」のボタンをクリックする。  

 

 

2010/03/10　横浜国立大学　大学院環境情報研究院／安心・安全の科学研究教育センター



 

1-3 画面下側に計算結果が表示されることを確認できたら、「Save Results in Word」ボタンを

クリックして保存する。「Save Results and Open in WordPerfect」ボタンをクリックするとワード

ファイルとして保存されないため、ファイルを開くことができない。  
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1-4 ファイル名を入力して保存する。  

 

 

 
1-5 「OK」をクリックする。  
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1-6 保存したフォルダを探し、ファイルをダブルクリックして開く。  

 

 

2010/03/10　横浜国立大学　大学院環境情報研究院／安心・安全の科学研究教育センター



 

1-7 計算結果が Word ファイルとして表示される。  
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2  Postapplication の曝露を評価する場合  

2-1 基本的な操作方法は Handler と変わらないが、画面を比較するとわかるとおり、「Route」

の欄に「Oral」が追加される。入力が終わったら、「Go to Handler Information」ボタンをクリッ

クする。  
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2-2  Handler の場合と同様に、「Product Use」、「Application Method」の選択を行い、さらに、

「Population」の選択を行う。全ての項目の選択が終了したら、「Chemical Information」タブを

クリックする。  
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2-3 前の画面で選択したシナリオによって異なるが、「Application Rate」や「Treated Area」の

項目の値がゼロになっているはずなので、数値を入力する。  

入力が終わったら「Add Column」のボタンをクリックする。Handler の場合と同様に、画面

下側に計算結果が表示されるはずなので、確認ができたら「Save Results in Word」ボタンをク

リックして保存する。  

以下は Handler の場合と同様である。  
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